
 
 

 

（７）野上 浩志 

【所属等】ＮＰＯ法人「子どもに無煙環境を」推進協議会 理事 

【意見】 

１．2010 年４月から神奈川県受動喫煙防止条例が施行されたが、国レベルの全国を

網羅する新たな「受動喫煙防止法」を制定し、本来的に職場もこれに含め、あるい

は公共の場と並列して「屋内完全禁煙」とし、罰則付きの義務規定とすべき。 

２．飲食店・レストランの公共の場及び職場もこれに含めるべきで（猶予期間は設

けるとしても）、これらにより国民の 80％以上を占める非喫煙者の健康を受動喫煙

から守り、禁煙したいと思っている喫煙者の禁煙を促す良策ともなる。各国でも心

臓発作の減少などの報告が相次いでいる。 

３．「分煙効果判定基準」での浮遊粉塵基準値の 0.15mg/m^3 は廃止し、受動喫煙

による浮遊粉塵は「バックグラウンド値より高くなってはならない」とすべきで、

職場の受動喫煙対策に 0.15mg/m^3 の基準値を絡ませることがあってはならない。 
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